
評価 評価

ア　絵本の読み聞かせなどを通して，出来事など話の大体を聞き取ること。
※児童が読み聞かせなどを通して，出来事の内容の大体を理解すること

イ　経験したことを思い浮かべ，伝えたいことを考えること。 ※物事の内容を表す言葉の働きに気付くこと

※絵や写真などを手掛がかりに，経験したことを振り返り，伝えたいことを検討すること （ｲ）姿勢や口形に気を付けて話すこと。

エ　挨拶や電話の受け答えなど，決まった言い方を使うこと。
※相手への伝わりやすさを意識して，話すことの基礎となるもの （ｴ）言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気付くこと。

オ　相手に伝わるよう，発音や声の大きさに気を付けること。

（ｶ）正しい姿勢で音読すること

（ｱ）物事の始めと終わりなど，情報と情報との関係について理解すること。

イ　見聞きしたり，経験したりしたことから，伝えたい事柄の順序を考えること。

（ｲ）図書を用いた調べ方を理解し使うこと。
※目的をもって図書資料を読むために，図書を用いた調べ方を理解し，調べること

（ｱ）昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞き，言葉の響きやリズムに親しむこと。

ウ　見聞きしたり，経験したりしたことについて，簡単な語句や短い文を書くこと。

エ　書いた語句や文を読み，間違いを正すこと。

オ　文などに対して感じたことを伝えること。

※伝えたいことがはっきりと伝わるように書く力を児童にもたせる上で基礎となるもの

（ｴ）読み聞かせなどに親しみ，いろいろな絵本や図鑑があることを知ること。

イ　絵本や易しい読み物などを読み，時間的な順序など内容の大体を捉えること。

※網掛けなし…題材の中心で指導する内容

※網掛けあり…題材の中心で指導するのか題材を通して指導するのかを検討して取り上げる内容

エ　登場人物になったつもりで，音読したり演じたりすること。

ウ
　
我
が
国
の
言
語
文
化

ア
　
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方

※図書資料には様々な種類があることを知ること
※児童が読み聞かせられた絵本や図鑑を自ら手にとり，読書の幅を広げられるように，読書環境を
整えることが重要

※書いたものを読む相手，書き表す素材やマス，行の大きさ，書く量などに合った筆記具を教師の
助言の下に選ぶこと
※文字や記号，それらを補う図や絵を書
くこと

※教師や友達などと出来事や経験について伝え合う活動
※自分とは異なる表現の仕方で伝えているなど，教師や友達などが使ういろいろな語句や表現に
触れること

（ｲ）出来事や経験したことを伝え合う体験を通して，いろいろな語句や文の表現に触
れること。

（ｳ）書くことに関する次の事項を理解し使うこと。
㋐目的に合った筆記具を選び，書くこと。

㋑姿勢や筆記具の持ち方を正しくし，平仮名や片仮名の文字の形に注意しながら丁
寧に書くこと。

イ
　
情
報
の
扱
い
方

C
　
読
む
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ａ
　
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と

※音読したり演じたりすることにより，読みの世界を広げること
※自分の経験と結び付けて，想像を広げたり，理解を深めたりすることができるよう教師が働き掛ける
こと

※児童の家庭や学校，地域での生活に必要とされるきまりや立て札，標識に書かれた言葉に沿っ
た行動をすること
※児童の実態や生活環境に応じたものを選んで指導することが望ましい
※文字の読み方のみにこだわらず，どこにあるものなのか，全体の文字，記号，絵が何を表している
のかなど，具体的な活動を通して学習することが重要

※三つから十くらいの場面や段落で構成された読み物
※挿絵を手掛かりに，登場人物の行動や場面の様子などを想像すること
※登場人物の表情や気持ち，場面の様子から時間的経過や場面の前後関係に気付くことがで
きるように，教師の助言が必要

※事柄の順序，語と語や文と文との続き方，長音，拗音，促音，撥音などの表記，助詞の使い
方などを意識しながら，書いた語句や文を読み返し，教師の指導を受けながら，正しいものに書き
直すこと

※取り上げた対象や自分の思いを文字として書き表すこと
※取り上げた対象や自分の思いを伝えたり，思い返したりすることができる楽しさを実感させることが
大切

※経験した順序や説明する際の具体的な内容の順序など事柄の順番に沿って簡単な構成を考
えること
※文章の始めから終わりまでを，内容のまとまりごとに，「始め－中－終わり」などの構成に沿って配
置していくことが大切

※全体に何が書かれているかを大づかみに把握すること
※挿絵を並び替える，簡単な小見出しを付けるなどの活動など

ウ　日常生活で必要な語句や文，看板などを読み，必要な物を選んだり行動したりす
ること。

ア　絵本や易しい読み物などを読み，挿絵と結び付けて登場人物の行動や場面の様
子などを想像すること。

※正しい姿勢で音読をするなどの活動
※明瞭に発音することに加え，相手との距離や場面に応じて声の大きさに気を付けて話すこと
※相手の感想を受けて，児童が適切な話し方を身に付けていく活動など

※見聞きしたことなどのおおよそやその際の自分の気持ちなどについて当てはまる言葉を探すこと
※話す順番などについて検討したりすること

ウ　見聞きしたことなどのあらましや自分の気持ちなどについて思い付いたり，考えたり
すること。

※書かれたものに対して分からないことについて質問をしたり，感想を述べたりすること
※中学部１段階の「文章に関する感想をもつ」ことにつながる

※昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなど
※真似をしたり，簡単な劇や音読を発表し合ったりして，言葉の響きやリズムに親しむこと

（ｳ）日常生活でよく使う促音，長音などが含まれた語句，平仮名，片仮名，漢字の正
しい読み方を知ること。

※絵本や易しい読み物，わらべ歌，テレビやコンピュータの画面に出てくる促音，長音等の含まれた
語句や短い文，平仮名，片仮名，簡単な漢字などを取り扱うこと

（ｵ）文の中における主語と述語との関係や助詞の使い方により，意味が変わることを
知ること。

※例えば、具体的な場面や挿絵を用いて，２語から３語で構成する文を題材に主語や助詞が変
わることで表す状況が変化することを理解することなど

ア　身近で見聞きしたり，経験したりしたことについて書きたいことを見付け，その題材に
必要な事柄を集めること。

小学部３段階

※書くために必要な事柄を思い出したり想像したりする
※ノートやカードに書き出したり，言葉を補う写真や絵などの資料を集めたりすること

※相手の話に関心をもち，話のおおよそを捉え，感じたことを述べたり，相手の話を受け止めたりする
こと

※物事を時間や手順に沿って順序立てて捉えることが必要
※言葉が物事の内容を示し，他者と共有することができることを知る上で設定

※動物や果物の名前を表す語句，色や形を表す語句など，相互に関係のある語句
※児童の興味・関心や生活，使う場面に即して，使用する語句の量や範囲を広げる

カ　相手の話に関心をもち，自分の思いや考えを相手に伝えたり，相手の思いや考え
を受け止めたりすること。

※背筋を伸ばし，声を十分出しながら落ち着いた気持ちで話すこと
※正しい発音のために，唇や舌などを適切に使うこと

※正しい姿勢を体感させる
※明瞭な発音で文章を読むこと，ひとまとまりの語や文として読むこと，言葉の響きやリズムなどに注
意して読むことなどが重要

思考力、判断力、表現力等 知識及び技能
（ｱ）身近な人との会話や読み聞かせを通して，言葉には物事の内容を表す働きがあ
ることに気付くこと。
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表－1 児童・生徒名1

■主な障害 ・病名 ・琴　　　　　 態 ・

≧■．衰塵 匡鱒かわ■る障専 ある　 一例） －癒着障翠でト特定の草葉 しか膏え 二

姦い

ない　　 ・鵬き■取 り転くい

：・．聡受検能虹鱒かわる
庭 番

ある 例） ・00・（病名）で聞こえにくい

ない

鍵党機能紅かかわ る ある■　例）・・視力が酌 、。斜視や限鱒撰勤の障

・障害 　　 専 をもつ

ない

手指級能にかかわ＿る

障害

ある 例） ・麻ヰのため、鉛琴を鹿るカが弱い

ない

障害にかかわ華美詔 例 ） ・．嘗寓表出ができにくい子 どもなの

の解釈及び－、鎗革め で、 r話すJは、実態調査をす る

方向性 ・ ・ ＿と償い段階に位摩するであ■ろう。

他の．3鹿域のカを加味 してグルー

プ編成草することが革ましい

学習態度に＝関する衆態調査
児童・生徒名（

項　　 日

＿凍　　　　 点 ，絆ずく0一拍、叫 削 軋 拍 如

①学習への参加 ■・替席行動

・被線、姿勢

・教師の問いかけへの

反応

・穏極性 （挙手寧ど）

②課題の引き受け

カ

・有効な課題

捷示の方法

；：■・／
蘭 由

＠諌題意蝕の挿鱒 ・無慮意強が 1単位昭

問持続するか

・◎発音の傾向性 ・．他の子＿どもの発音を

，■‘脚いた彼の発育の償
向性

⑤教具や資科人の ・教具や資料匪興味を

興味や取 り組み 持つか

－1－



r害者す」　実態調査のセヒ方

1，築港闊筆を始めるにあたって

（1）顔茸を始める段階を決める・・

以下めよう鱒、日常生活の中で鱒いかけてみて、その昔の内容から、子

どものおよその段階を決める。そして、そ¢段階の実態調査澄する。

①日常生滅の中で以下の問い紅ついて話させる。

人く場所）と活動をつないで話せれば○とする．

1

②昨日のことを音感にして、以下の問いについて話させる。r誰、どこ、

何をした」を入れT自分の－したことや他の人のしたことを2～3文で話せ

れば○とする。

Ⅴ段階

×の場合・∵十血段階

書全部0のとき瀬

…昔について問う

1…‡…●■石芯議盲
l

①がXの場合　∴＞　　Ⅳ段階

（2）騨併について

子どもの番についての評価は、0（できる）、△（できることがある）

×（できない）でつける．

（3）一隅萱中に留意すること

①表中に‾記述している段階から始めて、・その段階の項目全て紅ついで調査

する．

②0がついた項旨について臥　調査日の年月日を記入する。

3．各段潜ごとの乗態闊糞の仕方について

（以下、数字は、指導内容表の大項月、カタカナ臥　小項月を示す。）

調査を始める段階が決まりたら、その段階の調査表にそって実態調査を

する。美港調査にあたっ七臥集団で調茸することが望ましいが、他の子

どもの発音によって壷しヤ、夷態が取れないと判断した場合臥僻別阻調査

する。

≪　王　段階≫

0準∴鋤．物：・先生の写真数枚、友だちの写真数枚　【⑳】

・遊具、文具、食軌身体郎分の実物（絵ヰ写其でもよい）

・〔⑥、⑳】

0鯛簑方法；①②………壌東め中々調査する－。

③……・・‥・・生帝場面で調査する。・

◎⑥⑥・…り南郷結集軸牌や写真）を兎せたり、動作をして

見せたりし七調査する卜

⑦………‥鳩唐を確りト食物の穣型などを並べで買い物紅行

かせ、調査する。

≪】エ段階≫

0準備物：・乗サ物、動物、遊み施設名、勃件寮紅ついでの絵カード、

▼痘瘡の写葺　　　　　　　　　　　　　（①、⑳1

・ふたつきの箱、果物模魂　　　　　　　　　　　f◎イ〕

0隕査方法：A→
A

B→Cの

①絵カード 写真lを提示したり、動作化して見せたり
して、調査する。

体育館や運動 などの子ともが日頃償う機会の
やJすもうなぎの2人組でできる遊びをさせる．一緒碇
語物する人臥仲のネい友だちや教師であること。■活動
中や、活動した後紀、ぞの場で、
笹→・③→ウ→イ→・ア→・⑥フー
の廟に調査する。◎まで調べたら、別㊥場所に移り、
く霞）イ

－2－



㊨ア．給食の時間に調査する。

イ．個別に調査する。

≪刀工段階≫

0準鱒物：・カップラーメン、お湯、どんぶり、はし

【①アイウニ②アイウ）

0調査方塵：A‾→Bの腰に調査する。

A プレイルームや教皇などの子どもが計頃使う機会が多い

場所で、2人観でカップラーメンを作らせ、食べさせる．

そ．の後、まず、活動直後に全く違う．部屋で、次に活動し

た場所で以下の項首願に毒させる。

②ウ→・イ→ア→
①　クーー■ニコここ一－すイ→ア

③ア．調査表の質問事項を調査する。

イ．訴査表の質問事項を萌査する。

≪Ⅳ段階≫
0準備　物：・インスタントラーメン、なべ、どんぶり、はし

〔①アイ．②③アイ】

′0調査方鹿：A一相の腰に調査する。

①アー■イ→②－－∋・③アーイの櫛比
実態調竃の質問事項を調査する。

≪Ⅴ段階≫
0準備物：・インスタントラーメン、なべ、どんぶり、はし

【①アイ．②アイ】

0調査方法：A→Bの願に調査する。

ー3－



「昔吉すJ　妻軽態嗣聾兼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好す①

天頂眉 ‘ ・小項目 夷態隕査の方法 、（教材 と無間＿） 評価の視点 ＿ 評価 （qできる　 A時々で きる　 ×できない）

1

段．

■階；－

■①名瀞 卑呼ぼれたら、 ・ rOO君J と呼ばれたら、 rはい」 ・授業の中ヤ．「00着J と名前を ・ rはいJ．と義孝をする

琴革草する 二＼・ と返事をする ．－ 一呼ぶ

②自身の名東を奮 う・ ・■「ぉな まえは ？j　と附かれたら、 ・対面 して ■rぉを まえは？Jと間 ・姓名を嘗 う

rqO （です）」 と音 う う ・幼児語を使う場合 は、△

＠痴単なあいさらの膏 ＿

葉を奮 う

．ア． rおはようト rさようならj

r rありが とうJ rいただきますJ
rごちそうさまjなどを害 う

・生活場葡で観療する ・自分から青 う

おはよう

さようなら・

ありが とう ・

いただき＿ます

ごちそ うさま

二⑥友だちや先生の一名前 ア． rこれは誰ですか」 と伺 われて ・友だちや先生を指さして、 rこ ・姓または、名前 を音 う

を嘗 う ‘ 名前 を香 う れは経ですか」・と闘 う・

⑤生活の中で飾れたり、

見た りする機会の多

い物め名前を覚‾ぇて

嘗 う■

ア．遊具、．文具、一食軌 身体部分わ

名臥 身につける物の名歯を覚

えて使 う

イ． rこれは何ですか」の席い転答

えて r00J■と嘗 う‾

・実物を示＿して， rこれは何です■‾

か」 と問う ■

・以下の単帯で調査 する・

ぶらん こ

すべ りだ ケヽ

テレビ

砂場

？くえ

いす

，クレヨこ／

鉛筆 ‾

本

バナナ

りんご

みかん

パン

牛乳

・ジュース

ごはん

だいこん

にんじん

日

耳 ・ 靂．．



落す②

ロ

段

潜．

鼻

・ロ　 ■

頭

足

手

・くつ

呼子

かぼん

ず疲ん

■ネカー ト

くつ下

エプ ロン

はし

スプーン

感動作訝 を表す吏棄 を

庸いて、動作化をし

た．り、教宙の後をつ

けて書った りすぁー

・ r走っ七ごらん」など問い率 け、

動作化をさせる。また」復唱さ

せ る

・以下 め単爵で勒件化、復唱

についてチエッグす る 動 唱 動 唱 唱 動復唱 動 唱 動
遍

走る　 ■

泣 く

失 う

痘る

歌 う

座る

たた く ・

まわる
‾癒てる

・歩 く

食べる

⑦魯分わ‾要求を身振′り＿

せ伝える・

ア．∵rOOを くだ さいJ と音って要　求する ・お店ごっとの＿中で、簡 素する ・自分か ら r（〕■0をくだきいJ

と言って要求する

Ⅱ

ー’段

階

即 十 ⑳ 締 様∴準出 ・乗・－り物、動物の‾名軌 道び．甲名称、 ・実物や写真を示 して、 ■■rこれは ■以下の早番でチェックする

でき苓宮褒め登や資 ：

．を首 ある

■藩 設名、動作詔 何ですか」 と問 う ‾バス

■トラック

■草

畢車 （汽車）

－5－
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②轡の性質や鱒 じを表

・す官軍を理鱒する ・

■・感尭 （暑V†，冷たい、寒い、臭い

な ど）－を表す青雲を党‾えて嘗 う

・味覚 （甘い、辛い、おい しい な ・

■ ど）を表す言葉を覚えて言 う －

・■気持 ち （番い、よい、こわい」 う

れ しい ・．など）を表す嘗秦を覚え

て亨 う

・・生活感面で観察する ・以‾下の革帯やチェックする

甘い

おいしい

すっぱt†．

暑い ・熱い

冷たい

寒い∴
‾革†、

重い

臭い

かゆい

明るい

暗い

からい

固い

柔らかい

恵一．、

－よ■■ヤ、

こわい

■うれしい

きらい

おもしろい

かわいい

好き

虚遊ん亘 り、絵、写某、ア． rすもうをしているのは、経で ・日常よく親しんでいる友 だちや ・活動 している人の串前 を膏

を昇た．りす る活動のこ すかJなどと問われて、人の名 教師 と活動 した り、友だちや教 う

軒で、 r誰が （と）■

・宣旦且をしています

前 車言 う 師が活動 しているのを見たりす

寧中で、 （すもう、長机痙び）イ． r誰がすもうをしてヤ、ますかj
‾・活動 している人の名前 を琶

かJなどと商われて▲

名甲 レベルの青葉で －

答える ■

の開い■に各面で答える 左記鱒ように問 う

（写実で調べても辛い）

う＿

ウ． 「経 とすもうせ していますか」－

の即 、に名東で答 える ・

・相手の名歯を嘗う
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血・■

】段．

・－■階 ＿

④遊んだ り、■潜 ・写真

を見た りする■活動や

中で、 「何を （で）

～していますかj

ア． r何を食べていますか」の問い

に名詞で答える

・給食の ときに左記のように闘う ・食べ ものの名前を嘗 う

（牛乳、ジュース、パン、

ごは～ など）■・

イ． r何があ りましたかJ．の商いに ・希の中に、はさみや勢物模型な ・物の名前を奮 う

「何があ りましたか」

などと問われて、名

詞 で番 える・

名詞で答える どを入れて置き」聞けさせ てか

ら左記のように問 う

⑤轟んだ り、■絵 ・事実

を見た りする活動の

■中で、 「（～は）■何

をしているのJ卜

「ト を） どうし車

鱒Jな どと問われて、

‘動詞を表す膏薬 で答

える ・－

・給食の ときに r何をしているの」

と問う （ボール投げ）

・ r食べているJ と答える

・ rボールを投げた」 と答え

る

・給食の．ときに r牛乳をどうした

のjと問 う （ボール投 げ）

・ r飲んだJ と答える

・ r授げ狩J と答える

⑧学校でしたことや出 ア．イここはどこ」の問い転墟の名 ■・体育館、運動壕、プ レイル「阜 ・境の名称を答え卑

来事について話す と

き・、 rどとで」．■rど

こで～したのJなど

と一間われて壕の名称

を答える

称を答える に連れて行き、左記のよ うに閤

う

（子 どもが 「～へ行尊なさいJ

と．膏わ‘れて行ける填所で、・計分

セ言える感所で調査する） ・

（場所がわかる青い方 なら

ばよい）

イ． 「どこで～ したの」め問いに場 ・体育隠 避動場、プレイルーム ・場の名藤考答える．

の名称を答える■ で癒んだ後 （すもう、野球な ど）

左記のよ うに闘う＿

（子 ともが F～へ行きなさい」

と嘗われて行 ける揚所で、自分

で看え志功所 で萌査す・る）

（場所がわかる貫い方 なら

ぱよい）
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話す⑥

ⅠⅡ

．段■

1階

①商いに応じて∴蔽

どこ、何をした （何

■をどう■した）を入れ

て、自分のtた■こと

を中心虹話す

・『ラヤメン作り』 『砂場で逓ぶ

などの活動をした後、問いに応

■じて話させる。その際、まず、
廟廟鹿後に全 く違う場所で話さ

せ、次妃活動した感所々話させ

・‾る

調査は、■下記の春草の頗に行う

i

ミL、

ア．．r経と何をし．ましたか」と商わ　れ、人と活動をつないで話す ・■帝勤倹、左記のように問う ・■「00衰と～をしましたJ■

と青う

イ． rどこで何をしましたかJ■七問　われ場所と活動をづないヤ話す ・‾活動後、左記のよぅに問う ∴「△△で～をしました」 と

書う

■ウ． r『誰としたか」どこでしたか、

何をしたか』がわかる■よう‾に話

．して■くださいjと商われて■、．詳

】の中電人 ・場所 」‾濱動を入れて
話す （子どもに閏＿いを開き取る

．カが？いてくれぼ、 「醜とどこ
で何をしましたか」’と商われて

・人と場所と．蕗動をつないで話す
指導をしていく．）

・串動後、左記のように闘う ・青の中に人、場所、括鱒の

3つが入づている

エ． r『誰としたか、どこでしたか、 ・①イの聞いの後、 rそのと ・2．3文で活動について細

何をしたか』がわかるように詰■

してください」と問われて話し

た後、 ．rそのときどんなことを‾

しま・したか」と問われて自分の

したことをつけ押えて話す

き、どんなことをしました

かJと問う

かく脊す

②誰、どこ、何をした

（痢をどう■した）を

入れて自分のしたこ・

とや他の人のしたこ■

とを複数の文で静す

ア． 「あなたのしたこ七をわかるよ

うに話してく．ださい」と問われ

て、∧ ・場所 ・活動を入れて二

自一分のしたことを2～3女で話

す・

・活動後、左記めよう．に問う ・人 ・場所 ・活動を入れて自

分のしたことを2～＄叉で

革す ■
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・瓜

．鹿．

．謄

イ．友だちの ことをわかる■ように話

してくださいj と闘われて、人

場所 ・活動 を入れて他の人のこ

とを2～ 3文で話す

・活動後、左記 のように問 う 十人 ・場所 ・活動 を入れて他

の人の ことを2～ ＄文で話

す

・ウ∴ 「あなたのしたことや友だちの ・『敬重の清掃』を　r黒板ふ ■．・‾人 ・場所 ・活動を入れて自

したことをわか■るように話 して きト 「恵ふき．J r床ふきJ 分のこ．とや他の人 のことを

・くださいJ■と問■ゎれて、人 ・壕

所 ・活動を入れて計分のことや

他の人の 羊とをそれぞれ 2～3

文で番す

などを分串 して 3人観で帝

動 させた後、左記のように

問う

それぞれ 2｛3女で話す

③‾間■い匪応 じて自分の ■ア， ・「いつJ と問われて、時■を表す †昨日、今 日、朝、畢、夜争こつい

ことや他の人のごと

を睦瀾・の膜序にそっ

・ て話す

膏薬で宿す て子 どもの生活か ら具体的に頂

り上げる

ー○ ■、「～ したのはいつですかJ ・昨 日

0 「X月×FはこいつですかJ ・今 日

0 ．r奉仕活動 は、心 ．っしますか」■・鱒

0 ．r給食は、いつ食べますかJ ・基’

O r布団で官 るのはいつ．ですか」 ・夜■

イ」 r朝は、何 をしたのJ基は何を ・日曜 日のことについて、左記の ・ r朝は、んをしま した。基

したの」：夜は何をしたのj■など

と問われて、イ朝は、～をしま

した。塵軋 ～をしました。夜■

は、～をしました。」 と話す

よう時間う は、～をしました。夜は、～

をしました」J と辞す ・

Ⅳ

段∵■

■鰯

① 計分のこ とや見‾た こ■

とを順序よく話す

・『ラーメン作 りのこと』で 「自＝

分のしたことや見たことや友だ

もの振子がよ くわかるよ うに帝

しましようJ と育って話 させ、■

卓の中に①⑳③が どのよう．に入

っているのかを分析する ．

①⑳③が判別 できない場合臥

それぞれチ瓜ツク項 日■にそって

調査する

ア． 自分のしたことをした順番に話 ‾ 】O 「『ラーメンの作 りめこと』 ・したことを励後 して話t て

す ・をした順番に話 して くださ‾いJ

と闘 う

いないか
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話す⑧

Ⅳ

鹿

膵＿

■ィ．自分の見たことを見た頗番哀話

す

②自分のしたことや他 ア． rなぜ （どうし七）～ したの

－の人のしたことを革 （育ったの）」 ＿と問われて、

す とき、 rなぜ」 と

問われて理由を辞す

r～だか ら～しま した」と話す

③物や場所 ・自分や他 ア． ，r00のこ とがよくわかるよう

の人のした、こと （嘗 に蕗 して ください」 と問われて、

ったこと）の嘩子が 物や場所の様子を裔す
－よくわかるよ うに複 ■（音、色、形、におい、感触、

数の文で話す ・ 数∴鱒態 ．な ど）

イ． 「00のことがよ くわかるよ う

に話 して くださいJ と問われて、

自分や他の人の活動の様子を話

す

（使ったもめ、状態、＿．回数、時

臥 ■会話　 など）

Ⅴ

段

階 ，

①括勤 したことを順序・ア．いくつ■かの場面を 「～ しました。

虹そって話す ヤで臥　 ∴…。J とま‾と怠りを

表す膏薬を優 らて順序にそって

許す

イ．．壕所、時臥 場面 をはっきりさ

せる言葉 を使って頗序よく話す

・ rはじめに～、次 に～二

そ して～、最後にん」

・ r－ した後に～しましたj

○ 『00見学 の こ と （昨 日のこ ・見た ことを前後 して辞 して

と）な ど』ノの話題 で ・「0 0め

ことを見 た頗番 に話 して くだ

さい」 と言 っ て話 させ る

いないか ・

0 『ラー メンの作 り』 の帯留 で ・‘「～ だか ら～ しま した J と

rなぜ 、ふ た をした のですかJ

な どと問 う

話す

0 ヲ∵ メンの におい の こ とがよ ∴曹、色、＿形 などのこ とが番

く＿わか る よ う紅話 して くだ さ

■いJ と問 う

（音、色 な どについ ても それ

． らを含 む話題 で同様 に調査）

の中 に入 ってい るか

O r凍 った もの のこ とが よ くわ ■使 った もの、状 態、 回数 な

．か る よ うに蕃 して くだ さい」 どの こ とが話 の中に入 って

と由 う

（状態 な どについ て も．それ ら

を卑 む話題 で同意 に帝 革 ）

い るか

○ 『ラ⊥ メンの作 り』・の琴題 で ・ま とま りを表 す言葉 を使 っ

r準備、作 る とき、食べ る と二 て塀序 に そって讃 せ てい る

きに分 けて話 して くだ さい」

と問 う

＿　か

○ 『ラー メンの作 り』 の話題 で ・ rは じめ紅～、次 に～ 、 そ

頗垂 を表す 青菜 を使 ってラー して～、最後 に～J を使 っ‾・

メ ン作 りの ことを話 して くだ

さも、J と問 う

て話す

0 『ラー メンめ作 り』 の諸学 で ・ 「～ した後 に～ しま した」

r片 づけは｝ヽ つ・しま したか J

と飼 う

と落す
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話す⑨

・ 「朝 には～、■夕方 亭こな る と～、 ・ 『キャ ンプの こ と』 の話題 で、 ・ r朝 には～、・夕方 に な る と

次 の朝 ～J rキ ャンプ で どん な ときに どん

■な ことを したか を話 して くだ さ

い J と問 う

～、次 の朝 ～」な どと辞 す

② 日的に応 じて、許 し ．ァ ．話 したい ところだ けの様子 を辞 二 『動 物小屋 で した こ と』 の話題 ・計分 で帯 したい部 分 だ け を‾

・ く育 す ところを決 め

て癒 す

し く話す ・で、 「動物 小屋 で した こ と、見

た ことをお母 さん によ くわかる

話 す

イ．全体 を話す 中で、 話 したい とこ ・全備 的な ことを＃ した後 、

ろの様子 を辞 し く、 そ■の他 臥

．要点だ けを脊す

よ うに麗 し果 し よ うj と問い、

左 記ア ．イ鱒つ い て分析す る

中心 を作 って辞 す
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r聞　く」　の妻整態葛岡査のセヒ方

1．実態瞬査の仕方

く1）評価の視点で、0、A、Xをつけていく。

（2）話すの実態の段階に合わせて、下記の席李をおって実態をとってい

き、実態を取る段階の位置を決める。

・Ⅴ段階のく指示・説明〉の（9のア

1×

・Ⅳ段階のく指示・説明〉の①のア

1×

・Ⅲ段階の（物帝〉　の①のアと

・腋段階のく掃示・説明〉の①のア

1×

・Ⅱ鹿野のく物語〉の①のアと

・軋段階のく指示・説明〉　の①のア

1×

・Ⅰ段階の実態を取る

○Ⅴ段階の実態を取る

○Ⅳ段階の実態を取る

○血段鹿の実録を取る

○Ⅱ段階の実態を取る

（3）実態を取る段牌が来車ったら、廠筆に小項旨を取っていき、Xが3

つつくまで取っていく巧また、前段癖の最終小項目を取ってみて．

A・×がつけば0がつくところ誌で下がる。ただし、く物語〉　く指

示「釈明〉は別枠扱いとして、Xが3つつくまで取っていく。

くヰ）習椙状況がわかるように、0になった項月には、月日を記入してお

く。

2．各段階ごとの実態鰐糞の仕方について

Ⅰ段階

0準備物と選択の視点

く物　　　静〉　　2種類の動物が写っている絵本

（例）「どうぶつなかよしJ（講談社）

く指示・説明〉　子どもが知っている物写種類

（例）マジック　鉛筆　木

耳段階

0準備物と選択の視点

（物　　　語〉　何人かの登窃人物があり、登場人物や活動がわかりや

すい絵本

（例）rはなのみちJ（かぎぐるま　こくど1ね～）

く指示・説明〉　子どもが知っている物芦種類と友だち3人

場所は、学部内の範囲とする

（例）マジック　鈴華　本．

Ⅱ段階

0準備物と選択の視点

く物　　　静〉　子どもがわかりやすい内容で、額面Ⅴとの登場人物の

扱きに変化がある童話絵本

く指示・説明〉　子どもが知っている物3種類と未だち3人

場所は、学部内の範囲とする

（例）マジック　鉛筆　本　バケツ　雑巾　ほうき

Ⅳ段階

0準備物と選択の視点

く指示・覿明〉　子どもが知っている物3種類・各5個と友だち3入

場所は、学部内の範囲とする

（例）マジック　鉛筆　本　各5本または5冊

Ⅴ段階

0準備物と選択の譲点

く指示・蔑明〉　子どもが知っている物

ア．りに関しては、学部内の範囲とする

（例）ア．バケツ　雑巾　掃除機　イ．農具倉庫にあるもの

り．トイレットペーパー　マジック　友だち一人
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「　 円 く 」 ‾の　　 態 ・　 糞 表

大　 項　　 目 ．小　　 項　　 目 実態調査再任方 評虚の．視点 ■評　　　 価

ロ

■段

・階

く物惑〉

①絵本や耗芝居を見聞きト

て、人 ■動物 ・物などを

碍さす

ァ．絵本やテレビを見開きしながら、知っている人や

r動物なか＿よしJ （帯革社）の

2種類の組み合わせの絵を見せ」

‾尋ねた卑称のと

おりに・指させた

動物や物などめ名称を聞いて指さす 人や動物の名称を書いながら‾、

r猿はどれですか。指さしてご

らん」と問う

ら0

それ以外はX

イ．絵本やテレビを見脚きしながら、知っている人や

r動物なかよし」 （講談社）の

■ゑ種痘の紅み合わせの絵を見せ、・猿のまねができ

動物や物などの模倣を教師がす早のを見て、同じ 人や動物の名称を言いながら、 牢ら○

ように動作する r先生と同じように鱒のまねを

してごらん」と問う

それ以外は×

■〈指示 ・説明〉．

①基本的な動作を表す百嚢

ア． r立？てJ r座って」 「礼」など、動作を喝す音

菓を聞いて、そのとおりに行動する

r座ってください‾Jと青う 座れた．ら0

それ以外は×

イ． r止まれ」．rいけなI†J rあぶない」など、動作 一緒に行動するなかで、 r止ま ‾指示どおりでき

を開いて行動する を制止する基本的な官業を仰いて、行動を止めた

り、避けたりする

れJなどと指示する たらP

それ以外は×

②物と動俸を表す言葉を開・

レiて行動す鱒。．

ァ．■「00を取ってくださいJ r00を入れてくださ 鉛筆やマジックや本などを提示 指示どおりでき

・い」などの指示を聞いて行動す．る し、 r本を取ってください」と

指示する

たら○

それ以外は火

イ． 「00を持って来てくださいJ r00を置いてく

教室の搾引こ鱒を置卓、その上に

鉛筆やマジックや本なざを提示

指示どおりでき

たら○・

ださいJなどの指示を聞いて行動する■ し、＿r本を持ってきでくださいJ

と指示する

それ以外はX

Ⅱ・

段

博・

く物：葡〉

①絵本や紙■皇居を見聞きし

ながら、垂場人物などの

＝特徴的な動きを鱒き取る

ァ．絵本や耗芝居を見聞きしながら、聾瘍人物 の名前

rはなのみち」．（かざぐるま ・

こ．くご1ねん）を見せながら、

「くまJと答え

たら○

を嘗う くまの絵を招きし、 「この人は

誰ですか」と問う■■

それ．以外は×

イト絵本や紙芝居を見聞きしながら、登場人物の動作

rはなのみちj （かざぐるま ・

こくご1ねん）‾を見やながら、

動作化したり、

話したりして正

をまねたり、■話したりする くまの絵を指さし、．rくまはど

んなことをしましたかJ．と問う

しく答えたら○

それ以外は×

l
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聞く②

Ⅱ

投

階

く指示 ・説 明〉

①人 と動作、．穏 所 と動作 を

草す青葉 を聞いて行動 す

る

ア．′人 近かかわ る指示 を脚い て行動す る 、

友だ ち 3人 を前 に立 たせ 、働 筆

を持 ‾たせて、 rA さん に渡 して

く鱒 さい」・と指 示す る

Aさ～に渡 した

らq

そ＿れ以外 は X

イ∴場所堰 かかわ る指 示 を願い て行動 す る

イス を季洩 して、－‾rプ レイル ー

ム虹持 って行って く．だ さい 」 と

指 示す る

プ レイル ナ ムに

行 った ら○

それ以外 は ×

て平

■陛

時

く物語 〉

①物・語の大 まかな粗筋 を、 ■

主役の帝 動 の違 いか らつ

ア．場 申 ギ とに主人 公 や出 て くるもの人 の 動 き をつか

「は なのみ ち」 （かざ ぐるま ・

こ く■ご 1ね ん） で、 くまが袋 の くま、 りす と答 ・

－▲

み 、動 作で表 した り、話 した りす る 中か ら雀 を出 して■い る絵 を 見せ

な が ら、 「護華 出て きま したか J
云問 う

・えた ら○

イー．物語 に 出て くる人や動 物 な どの しぐさ の面 白さを r■くま は何 を しま したか J と周 雀 を見つ■け た こ

かみ とる 動 作 で表 した り、帯 し奉 りす る う とを話‾した ら○

ウ．大 まか な頗序 をお って、主 人公や 出て くる人た ち 「くつまが したこ とを話 して」 と 種 を見つ げ＿たこ

の動 き を？かみ 、動 作 で表 した り、 話 した りす る 問 う と、 こぼ した こ■

とを話 した らd

・く顔 季 ・説明） ■

①掛 ・人 ・場所 ・動 作 甲鱒

■み合 わさ った指 示 を開 い．

て、大 切な こ とを もら■さ

ず に叩 き取 って 行 動す る

ア．物 と人 にか かわ 争指示 を聞 いて行動 す る

教室 内 に人 （友 だ ち 3人 ） ・物 ・

（鉛 筆 、マ ジ ック、本） ■を用 意

しi r軽輩 をA さんに渡 して く

だ さい J と指示す る ＿

指 示通 りセ きた ■

ら○ ・

鉛筆 （マ ジ ッ ク）

が取れた ら△

A （B）．さんに

渡 した ら△

教義 内 に人 （友だ ち 3ネ ） ・砂

（鉛筆 、 マジ ック、衰） を用 意

し、 rマ ジ ックを早さんに渡 し

て くだ さいJ■と指示す る

イ．物 と場所 にかかわ る籍 示 を聞いて行 動す る

ノ竜ケ ツ と雑 巾 とほ うきを用 意 し、

rバ ケ ツ をプレイル ーム に置 い

て くだ さいJ と指示す る

浄示適 りで きた ‾

ら○

バ ケツ （雑 巾）

が取れ た ら△

プ レイルー ム

■（廊 下） に雇 い

串 ら△

バケ ツ と雑 巾と旺 う■きを用意 し、

「雑 巾 を廊下 に億いて くだ さ い‾」

と指 示 す ろ

ー15－



聞く③
‾Ⅱ

段

・階

く指示 ・．説 明〉

①吻 ・人 丁場所 ・動 作 の組

み合 わ さった指示 を問 い

て∴大切 な こ とを も らさ

ず に聞 き取 ？て行動 す る・

ウ．物■と濁 所 と人にかか わ る指 示 を阿レ、、て行動 する

■人 （友 だ ち 3人） ・物 （鉛筆 、

マ ジ ッ＿ク、本 ）■を用意 し、 r鉛

肇 を プ レイル ∵ム如 、畠A さ ん

に渡 して くだ さい」．と指示す る

指示通 りで きた

ら○

鈴輩 （マ ジ ッグ）

プ レイル ーム、

A （丑） さんの

うち・、 2つがセ

きた ら△

人 （友 だ ち 3人） ・物 （鉛筆 、

マジ ッ ク、本 ） を用意 し rマ

ジ ら クをプ レイルー ムにい る B

さん に渡 しくだ さいJ・と指 示 す

牒 －

Ⅳ

投

階 ．

く蒋示 ・説 明〉

① 具体 的な物 ・具体 的な場

節 が含 まれ た指示 の中か

．ら、大切 な こ とを聞 き取 ■

って行動 す る

ア ．指示 の中か ら、物 の数 ・色 ・形 を問い て行動 す る

教 室内 千舟筆 5本 、マ ジッ ク 5

本 を用意 し、 「鉛筆 3本 をA さ

ん に渡 して く■だ さいJと指示 す る

指示通 りできた

ら0

鉛筆 3．本 （マ ジ

グク 5本 ）、A

（B）・さん申 ど

ち らか 片方 がで

きた ら△

一教 室 内 で鉛筆 5孝、 マジ ック 5

醸 を闊 意 し、 「ヤ ジッ ク5本 を

Bさん に壊 して くだ さい」 と摺

示す る

イ．指 示 の中か ら、揚庚 の具体 的寧位置 を㈲ いて行 動

．す 去

鉛 筆、 マジ ック、本 を用意 し、

「鉛 筆 を机 の中把入れ て くだ さ

いJ と指示 する

指示通 りできた ■

ら○

物 、場所 、位置 ■

申 う■ち、 どち ら

か 片方 が できた

ら．△

釣竿、 マジ ッ ク、本 を阿寒 し、

トマ ジ ックを机 の上 に置い で く

た さい J と据示す る

②物 ・人 ・場所 ・動 作 が租

み合わ さっ た 2つ の指 示

を聞い て行動す る

ア．物 と人 にか かわる 2つ の指示 を問い て行 動す る

教革 内 に鉛筆 、■マ ジッ ク、本 を

用意 し、 r鉛筆 をA さんに、 マ

ジ ッケ を Bさんに渡 して くだ さ

いJ と指 示す る

据不通 り＿できた

ら○

鉛筆 をA （B）

さんに、又 鱒、、

マ ジ ックを B

（A） さんに・渡 ▼

せ ぼ △

教室 内 に鉛 筆、 マジ ヅク、本 を

．用意 し、 「鉛筆 を Bさん に、与
ジ ッ クをA さん に渡 して くだ さ

いJ と指 示す る ・

－16－



Ⅳ

二二段

．′階

・②物 ・人 ・場所■・動作が組

み合わさった 2つ の指示

を尉いて行動する

イ．物 と場所にかかわる2つの指示を防いて行動する

教室内魔鏡華、マジック、本を

用意 し、 r鉛輩を机に、本 を・オ

ルーおン？上匡置いてくだ さぃ J

と指示する

指示通 りできた

ら○

鉛筆 （マジック）

を軌に、又 は、

本 （鉛筆）をオ

ルカンの上 に層

いたら△

教皇内転鉛筆、マジック、本 を

用意 し」∴rマジ・ツタ盈机に、

鉛筆をオルガンの上に置い■七 く

だ引申 と指示する

Ⅴ

段

階一

く指示 ・説吻〉

■①活動する■頗番や必軍事項

などを聞き取牒 行動する

ア．詳の中かちニ．活動する順番 を醜いて行動する■

教室内にゴミ鱒 と水の入っ程バ

ケツ と雑巾■と線除磯を用意 し、

rゴ ミを捨てて、次に窓のさん

をふいて、次に掃除株をかけて

くだ さい」 と嘗 う

指示通 りできた

ら○

それ以外は×教室内にゴミ籍 と水の入った′く■■

ケツ と雑巾と掃除機を用意 し、

「慈の・さんをふいて∴次疫掃除

・機をかけt、次蓄とゴミを捨てて
く‾ださい」 と嘗 う

イ．話の中か ち■、必萎な準備物を聞■いて行動する

農具倉庫の前庭連れて行き、

rAさんはクウとカマを． ：Bさ

んは、スコップと一輪車を取 っ

て棄て くださいJと音 う

指示挙りできた

う○

卓れ以外は×ウ．話の早から、注意事項 を閉車 て行動す る

ク‾ヮを示し、 rク■ヮを扱 う七 き′

曙獅ろ所を見る、振 り回さないJ

と青？てか ら■、 r何に気をつけ－

・ればよいかJと問 う

エ．番の中か ら、判断を伴 う注意事項や準備物を聞い

・トイレ少 トべ－パ⊥の耗を無 く

・して率いて、‾rトイレに行 っセ

トイ レツ●トペーパーがなかっ■た

指示通 りできた

ら○

それ以外は×

七行動する ら、つ けてくださいJ■と晋 う

トイレの水を流しておき、 －「ト

イレに行って、水道め水が流れ

ていた ら止 めてく・だ さいjと膏 う

－17－



「眈む」　の実態調査の仕方

1．　尭態葛岡糞を始めるl＝あた・一って

（1）調査表は、5段騨削＝分けている。記入は、0（できす）A（できる

ことがある）x（できない）でする。

（2）常套は、r青すJで位倭している段階と同じ段階の大項由①の小項

目アから始める。そこが、Aか×のときは、一つ前の低段階の犬項

日から始める。

く例〉 Ⅴ段階室

Ⅳ段階享

○のとき‥－「二∵→　†

Ⅱ段衛星

△かXのとき・→　J

腋段階圭

‡段階妻

（3）調査は、調査をしている小項∈＝＝Aや×がついても、その段胞崖す

べて実施してから終わるようにする。

（ヰ）昇級についた0の幹の申■に、調査した年月日を記入すること。

2．　各段階の異態鯛萱のセヒ方
く王段階〉　　　　　　　　　　　　　　　（①や⑳は、大項目を表わす）

準備物：①本人のかばん、頼子、くつ　　②☆の教科書

仕　方：①敬重内のロッカーに、子どもたちの印や名前を貼っておき、

その場所にかぽん、相子を置かせる．■また、違う印や名前の

ついたそれぞれ3つのかばんや博子の中から、自分の物を喜

ばせる。

⑳☆教科書を実態表に示されたところを見せて問う。

（Ⅱ段階〉

準備物：①・

一■：Ⅰ芦
ード

仕　方：①実態求償示されたように問う。

くⅡ段階）

準感動：☆☆教科書

仕　方卜教科書様、2固辞ませた後、実態表紅示されたよ．うに問う。

くⅣ段階〉

準備物：☆☆教科眉

仕　方：教科琶の　rにんぎょうのつくりかたj　と　rかぶとむし」臥　2

回読ませ・た後、夷態表に示されたように問う。r金のおのJ軌

3回読患砥た後、それぞれの小項目について闘う。

くⅤ段階〉

準膚物1

仕　方：

－18－

☆☆☆教科膏

教科書の　rF玉焼きJ昧、針回読ませた後、美恵表に示された

よう，に画う．rかさじぞう」の全文は、8回読ませるが、＿ペー

ジを指定されている項目ほ、2回読ませた後で問う。



l琶声巳町 」　 の 巽 ．霜賢嗣 萱 黍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■■読む①

大　 項　 目 小　　 項　　 目 実礫調・糞・の仕方 （教材と発間） ■　評坪・の凍轟． 評価（0できる△榊 こと粘る■xでき如）

ロ

段

階

①自分の印や名前がわかる

ア．自分の印がついた所へ、かばんや晴子を置 自分の印（動物のマーク）の所へ、 rか 自分め印や所へ

く ・■ぽん（相子）をしまってください」と問う 持って行っ＿たか

イ．印を見て、・自分のくつや相子などを選ぶ 違う印かづいた3つのくつ （帽子）を

見せ、 「00ちやんのはどれ」．と問う

自分の印がうい

・た物を遠ぶか
ウ．自分の名前を書いてある所へ、かばんや楯 ■．ロッカ十へ名前を粘って．お尊、 「かぼ 自分の名前の所

子などを麿く ん（帽子）をしまっでくださいJと閏．う・へ持って行くか

干・名前を見て、‾自分のくつや頼子などを選ぶ 違 う名前がついた3つのくつ （帽子）

を見せ、「00ちやんのはどれ■」と問 う

．自分の名前が？

いた物を選ぶか

②冷や囲＿形の異同がわかる

ア．いくつかの絵 （図形）の中から、同じ物や ☆教科書P42（犬と琴）の珍を見せて、 同じ絵を指さす

違う物を探す 、 「これと同じ （違う）物はどれjと間

う

違う絵を指写す

イ．いくつかの絵 （図形）の中から、大きさの ☆教科書P43（りんごの絵）を見せて、 大きさの同じ絵

同じ物や違 う物を探す ‾「これと同じ大きさの物はどれ」 r大

きさの襲う物はどれJと周 う

を指さすか

違 う絵を指さす

ウ．いくつかの絵 （図形）の中から、上下の向 吏教科曹p42牧 の子の絵）を見せて∴ 上下の痢■きの同

きの同．じ物や向きが違う物を探す 「同じ物はどれ」 r違う物はどれJと

問う

じ絵を指さすか

違う箪を指さす

エ．■いくつかの絵 ・咽 形）・の中から、左右の向 ☆教科曹PA3（アヒ■ルの絵）を見せて、 左右の向きの同
きの同じ物や向きが違う物を探す r同じ向きはどれJ 「違 う向きはどれ」

と商う

じ絵を撫さすか

違う絵を将さす ・

Ⅱ■

段

鱒

ア．同じ文字を集めたりこ探したりする

臥 拍 自 宅 文字カー・∴よ－■5
●l 文字

文字

枚ずつ■用意して、 「▲週と同じ草字はど

れJなどと問う

文字

文字

①女字を読んだり・、簡単な

語句を読んで言葉の意味

を理解したりする

文字　 ‾

イ ．文字や 2音節程度の簿句を読む

渾 ＝ 評 ＝ 圃 の語句ア「ドを見せ、

「読んでくださいJと問う

rくつJと読むか

rのりjと読むか ．

－rほんJ七夜むかァ

ウ．2音節程度の語句を読み、言葉の意味を理 の鑑旬カードを読ま
臆する 　　　　 pP

せて、 「これ と同じ絵カードはどれで くちを指さすか

＊語句カー ドと絵や実物とのマッチング すか」と／問う いすを■指さすか

！ f
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読む②

Ⅱ

段 ・

階

‾①文字を読んだ り∴簡単な エ． 3～4音節以上の革句を疲み、膏薬の意味 琵 野 ・西 野 卸 の革旬カー
はさみ

番旬を読んで言葉の意味

を理解したりする

を理解す る ・ ドを読ませて、 rこれ と同■じ絵カー ド

はどれですかJ と■問う ■

つ くえ

えんぴら

＿Ⅱ

‘・段

・．讐

①誰、どこ、・何をしたかが

入った短い文章を読み取

る

＊☆☆教科書 P45（あ りとはと） を読

ませて

ありと鳩 と猟師ア． どんな登場人物が出てきたかを読み取 る a 「経 と誰が出てきましたかJ と問 う

イ．登場人物 は何をしたかを読み取る　 ‾

・b．「ありほ何 をし＿ました申J と問 う 猟師の足にかみ

ついた

C 「鳩は何をしましたか」 と問う 木の葉を落 した

d　r猟師は河 をしましたか」′と筒 う■ 鳩を弓で撃 とう

とした

ウ．場所時 どこかを読み取る e　r場所はどこですか」と問う 弛のあるところ

■f 「どんなお話で したかJ・と問う abcdeを入

■れて話すか・

．Ⅳ

■段

磨

＝㊤ 嘩来事やこと，がらの頗序

．にそって、人物の言動や
出来事の結果、．こ七がち

′め大体を読み取る

ア．■「初 めに00をするJ r次尤 00をするJ

な ど、説明されていることが らの贋序を諌

■・み取 り、ことがらの大体を読み取る

＊☆村数科書P59＿（にんぎょう，のつ く

りかた）を読ませて ．

順序ごとに読み

取って、■土とが

らの大体を簸み

取ることができ

るか・・

ふ 「最初に何をしますか」 と問う

も　r次に何を しますか」と問 う

c 「次に何を しますかJと問 う

d　r次に何をしますかJと尚 う

e　r最後に何 をしますかJ と問 う－

■．f‾r僻序 をまとめて許 してごらんJ．と

問 う

イ．時間の推移にそって、－rだれが、どうした

（どう亭った）」 rなにが、■■どうだ■J rな

＊☆☆教科書 P棉～了0（金のおの）の

・．全文を読ませて
水を切っていた■i rきこ．りは何をしていましたか」 と

■闇う

■b　rそれか ら、 どうな りましたかJ と ・おのを池喀落 と

にが、 どうなっ奉」を読あ取る （物語文）・ 園う した 、

c －r他のゃから、何が出てきましたか」

：と問う′

神榛

d 「どんなお話でしたかJと闘 う abcを入れて

話すか

－2D一



読む③

Ⅳ

■・段

■・甲

⑳人物や物 の博 子■、場面の

′ア．人物の様子 （身なり、．年齢など）や行動の

＊教材練、①イに同じ

」私が取ってあげa　r神痍はきこりに何と青いましたか

様子 （使った物、．状態J回数、時臥 ■会話

な ど） を読み取 る

と問 う よ■う　■

b 「きこ りは、何を使 って働いていま

したかJ と問 う

おの

イ．物の様子 （音、色lにおい、形、状態、仕

＊卑☆教科壷 p41（かギとむし）の金

文を読－ませて

つの ．－乱 「おすあかぶ と虫に臥 何があ りま

様子を観み取る ・ 観みな ど）・を読み取 る すか」 と問 う

も rどんなはねを持っていますかJ・と

問う

かたいはね と、

やわらかいほね

ウ．．場面の様子や借景 （音、色、状欝など）を

■茨み取る　　　　 －（物語文）

＊教材臥 ‾①イに高一じ ． ＿他のそば

a r．きこり時どとで木を切っていま し

たかJ と問 う

も r神様は、 どんな色のおのを持 って

きましたか」 と問う

金 のおの

銀めおの

鉄のおの

③文章中の出来事について、ア．出来事について、前後の文章から、 どうt

＊叙材は、①イに同じ

おのを弛．に落 と卑‾rきこ りは、 どうして泣いたのです ．

どうしてそ うな．っ串か、

どうしてそ うなのか を読

み取る

てそうな－ったのかを読み取る　 （物帯耳） かJと．問 う し転・・

イ．説明されていることがらについて、 どうし

てそうな鱒かを読み取 る （廟 明文）

＊教材臥 ②イに同 じ －

やわちかいはね

があ寧

b　rどうしで空 を飛べますかJ と闘 う

④文章を読ん‾で感想を持つ

ア．前後の文章から、人物 （物）の気持ちを託

＊教材は、・（ヨイに同じ

由ウ喪 －a 「おのを落 としたきこりは、 どんな

み取る　　　　　　　　　　　 （物語文） 気持ちでしたか」 と問う かなしい

b 「悪いきこりが、わざと他におのを

投げ込んだのはなぜですか」と問 う

金のおのをも ら

IJたい

イ．文章を読んで、 どこが どんなふ うに面 白か

＊教材は、－①イ転同じ

きこりが池に・お・孔イ文章を読んで、面白かっ‾．た所や か

った （こわかった、かわ）、そ うだった）の わいそ うな ところがあり・ましたか」 のを藩 としたの

■　かを■中心に、感想を持つ　　　 （物詩文） と商 う がかわ）、そ う

も．r神様をぎう思いましたか」 と問う や さしい
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読む⑳

①出◆来革やことがらわ頼序 ア．場面め移 り変わ りにそらて、 ・r誰が何をし

＊☆☆☆教科革 （か さじぞ う）の重文

を詠ま砥て

か さを売 りに行a 「おじいさんは、町へ何をしに轟 き

にそって、人物 （物）の

嘗勅や結果を静み取 る

たj 「何がゼ うな．ったJカ；を読み取る ましたか」 と・閤う ・つ‾た

・（物語文） b 「おじいさん乱 売れ残ウたかさを■

どうしましたか」 と問 う＿て．，

お地無さ軍にか

ぶせ■た

C rお地蔵 きま＿軋 おじいさんに どん

なことをしましたかJと廟 う

宝物を特 りて、

お礼に待った ・

②人物の様子や顔面の様子

ア．人物の様子 （身卑 り，年齢など）や行動の

様子 （使った物、状鱒、■国数、時臥 会話

＊かさじぞ うPlll～ユ12を読ませ七

かさとみのを身去　rお じい‾さん臥　 どんなものを身に

を読み取る つけていましたかJ・と問う．■ につけていた

b　rおじいさん臥　 何 と育ってお他藩√おきの どくなこ

な ど）を読み取る　　　　　 （物語文） ′さまにかさをかぶせ ましたかJと問 う■とじや

e 「かさが－？足 り‾ませんでしたが、

どうしましたか」 と問う

おじいさ■んのか

さをかぶせ■た

イ ，物の様ヰ （軋 ・色、臭い，玖 状態、．仕組 ・　みなど）の移 り変わ りを読み鱒る

＊☆や☆教科音 戸鋸 ・（目玉焼き）を読

ませて

うす くけむ りが．・a 「熱 く■なったフライパンに油を入れ

・（説明文）■ ると、何が出そきますかJ と問 う 出て くる

も 「フティーバ ンに卵 を入れて火にかけ

る■と、卵疲 どうな りますかJ と問 う

＿白味が固ま■って

肯 くなる

ウ．場甲の横手や廃棄 （曹、色、状態）■の移・り

変わ りを読み取る　 （物藩文）

＊かさじぞうP113を読 ませて ‘・

歌声a rおじいさんやおぼあさんが眠りて

いるときに、最初紅珊こえたものは

何ですかJ と問 う

b　r次に何が聞こ．えま したかJ と問 う ．そりの音

c rそ■りの普が止まる と、どんな音が

しましたかJ と問 う

ドサ リ、．ドサ リ

と大きな音がし

た

③文章中の出来事について、ア．出来事 旺ついて、ど■うしてそ うなった鱒か

＊かさじぞ うの最後の巻頭 を読ませて

かさ■をかぶせて

f

a－「お地茸 さ・まが、宝の入った袋 をお

因果関係や目的を読み取 ．

る

を蓼俊する じいさんの所へ持っていらたのは、

どうしてですかJ と問 う

もらったお礼
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読む⑥

Ⅴ

段

階

③文章 中の 出来事 について、

因果 関係 や 日的 を読 み取 イ ．出来事や こ とが ら紅つ いて、－　r何 のた めに ・

・＊か さじぞ うplllを読 ませ て

■寒い か らa 「お じい さんは、何 のため にお 地蔵

． る
‾そ うしたのかJ・．r何 のた めにそ うな ったかj さまにか さをかぶせ たのですか 」 と

を読み 取 る 問 う

＠文章 わま とま りや場 面 ご ・

・とに、 何 につい七書 い て

あるのか を読み取 る

ア ．場面 ご とに、・何 の こ とが尊かれ てい るか、

＊か さじぞ うPll転 っ いて か さをかぶせ た・

が 、一つ足 りザa 「どん なこ とを寄ヤ、てい草 した かJ．

ど うな った のかを 読み 取る と問 う に 自分のか さを

か ぶせて掃っ た

イ ．文 章 のま とま りと とに、何 の こ とが害 いて

いる‾ぁゝ 、 ど うなったのか を読み取 る

＊か さ じぞ うp113につ いて お ぼあさんは、

詰 を聞いて育ん

だa ．rそれ ぞれ、 どんな こ とを善い てい

●
ま したかj　と問 う 眠 ってい る．と歌

が 聞こえてきた

⑤ 文章 を読 んで感想 を持 つ

ア．登場 人物 （物）の様子 や言動 か ら、 そ の と

＊か さじぞ うPl12につ いて 一人 の地蔵 さま

だ けか さをかぶa 千お 耳いさんは、 どんな気持 ち で、

さの気持 ち を読み取 る 一自分の か さをお地裁 さま にかぶせ た

・めだろ うj と問 う ．

らないのは、 か

わい そ うだ

イ ．登場人 物の卑場 に立 ち、■自分だ っ貪 ら どう－

＊か さじぞ うPl13につ V「て

rよい ことを しa　rお じい さんが地蔵 さまにか さをか

す るか∴ どんな革持 ちなのか を想 像す る ぶせ た藩 を聞い て、 お ぼあ さんは草

んだ が、 あ なたな ら どう思い ます か j

と問 う

た 」 と青 う
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『着く』　の輿態調革の仕方
1・実態調査をするにあたって

○東態調査は、次のような視点で観察された段階から始めればよい。

視　　　　　 点 調査を始める段塵

絵を香いた り、落書．きをした りす るが、文字は Ⅰ鱒階 より ・

善けな．）、．

視卑した■り、なぞ った りして文字を青く。 軋段階③ よわ■

一人で 日記や文を書 く。 皿段階よ り

○実態調査は、Xが続けて3回つくところまででやめてよい。ただし、

l‘～Ⅱ段階は、小項目すべてを帝査する。

○調査兼、可能であれば、集団で行ってよいが、子どもの活動が、子ど

も同士の間で影響しあわないように配慮する。

2．菓頓調査の方法

内容
準 傭　 物

準備する時の注意事項　 方法準　 備一　物

l ・色鉛筆、またはク

ーピー、クレヨン

・なぞり■書き用耗 ・ ・小項督の線と同じもの 調査表参照　（B6版）

（6雀類）

Ⅱ． ・筆記用兵 ・小項月の線と同．じもの

2枚ずつ （B6版）・

・小項月の固形と同じも 調琴表参照

■の

・5x5零度の大きさ－

・5×5蓉度の大きさ

・子どもが知ってい．るも

の

・清音の名前であること

・50音に重なりが少ない

ように野草すること

・4√〉5音節程度までの

もの

・同上 ・

回 ・なぞり書き用紙
－②

③ア

イ

・図形の絵

・記入用耗　 ■

・実線で香いた58音

・点線で善いた50音

・1噌 鱒程度の身近

なものやその飴」■

写真

・・友だち■の写真

内容

一帯　　　　　 隠

方　　　 津話　　 題 話題遵択の観点 ・

Ⅱ rラーメン作■ ・人 との開．わ▼りのある ○調査表の★から、始 ■

′ める。その中に①～

③までのものがどの

ように善かれてい る ．

か見る。

△×・のものについて

のみ、①～③の項にJ

そっで調査すろ。

りのとと」 もの＿

「すも う．ごっ ・主格がはっきりして

ーこのことJ ・‘・ いるもの

・場のはっきり分かる

もの

・構文カを見るものな

甲で、その帯が書け

るような写実や絵で

青かせてもよい

Ⅳ rラーメン作 ・自分の活動がとちえ ○調査表の★から、始

めるこそ甲中匡①～

⑳までのものが．どめ

ように着かれている

か見る．

△×のものについて．．・

のみ、①～＿②の項 に

そって調査する・。

りのこと」 やす く、他の人の活

働 も．分か りやすいも

め ・

・．順序世のあるもの

‥（場面に移 り変わ り

があるもの

．・様子やいろいろな特

徴のある物や人や場

の含まれているもの

Ⅴ（》

③

由ア

イ

．r動物小屋 を ・計分のしたことや、

見に行った こ 何かを見たことが、

と」

（手洗）

（おしらせ）

含まれでいるような

もの

・身近に感 じている人

虹だすものである

・勝春を持っているも

のであること
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■「寺 ＜ 」 の 兼 題験調 査 表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・書く① ‾′

・■大　 項・日 小　 項 一　月 実態調査の仕方 （教材と先細） 評価の視点 評価 （‾0で青息・Aできることがある ・不七普ない増

0 マジック・クレヨン ・．点鹿き左する ○画用紙にマジック．やクレヨンで線を蒲 まねをして捧げ

段

階

・ペンなどで邑由に

描画鱒勃をする ■

・横線描き、縦線描きをする，

・うず巻きを描く

いて見せ、‾まねをさせる るか

l■三　　幸 小　 項　 目・ 実態調査の■仕方 （教材と尭周） ． 評価の視点 評価 （0できる・・Aできることがある ・×できない

巳

段

階＝

①直線や曲線の実線

や点線のなぞり．曹

きをする

・横線 ・ のなぞ りかきをさせる
線からはずれて

いても、だいた‾

いなぞれている

か

ニ縦線
l　 のなぞりかきをさせる

・・■破線 のなぞりかきをさせる＿

．・横らせん のなぞりかきをさせる

・■躍ら．せん
．垂　 のなぞりかきをさせる

・うずまき
．㊥　 のなぞりかきをさせる

血

段

階．

①決められた始点か ．ァ．　 」＝え＿＿＿＿一 ■茅 一… →　 のなぞりかきをして見せ

始点、終点、方

向が意識 して書

かれているか

沌かほずれていても、

かた座っでいれぼよい

ら酪点皇で、・■直線

や曲線をなぞって

書く

ー…＿＿＿＿±＝ゝ ． ．…．＿土こ　 た後、実際紅させる‾

■●イ・ ，；l ’↑‡＿ ；1 ↑； 同上 ‾

・ウ・ ノル ヵ ノ 　 ′同上．

ー′ル 〟
ノ

●亭・ や ． も 、 ・甘 十 ユ 牒 上

、、 吋ヽ

「オ・・ ‾●や　 ●1　．ノ ・ ●ノダ ー、声 ■．●、、、同上　u

ノ ．ノウ

・■カ・ 打 ●二　 ∫′′●

、、－　 ヾ、、．

，rγ ．－‾ 同上 －

l t＼、 やヽ

②簡単な図形をまね

て書く

0 ．． ○ ゐ固形を見せて、して干せた雀　実際に描かせる
．線が断じている

か ．
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審く②

Ⅱ

二・虎

．鹿

Ⅴ Ⅴ　　　　 同上 lまぼ形が とれた

か

，◇ ◇　　　 ＿町
角の数は串いか

□ □　　 ・同上

十 ＋　　　　 同上
■2本の線が交差

、しているか
③か らがなで簡単な・

語句や正しく辛 く

ア、清音 を善 く ・夷線をなぞって書 く 50曹に」っ

いて画数の

少ないもの

から調べ て

いく

○実線文字 をなぞ らせる

その文字 として

判読できるか」点線をなぞって青 く 0点線文字をなぞらせる・

・裸写する ○文字カー ドを側に置いて

・■見せiまねて着かせ る

・曝写する O rあJな どと嘗って、罫

かせる

イ、清音で構成 された語句を善 く 0．r名前を書いて」 と育って、名前を事

かせる

○子 どもの知ってい るもの

で、清音で♯成 された4

～5音節ゐ名前のものを

見せて、 rこれは何かな、

名前を書いて」など育っ

て、書かせ る

痛記のも輔、功である。那文字柑プら

かlようE、5船上放とりてみる

め ひ とりで書ける

か

＊綿を覚え闊達らて噂，、

薫育齢鵬胱、l繕っ

ていた，す硝食軋

よIlことにナる■

叫んご」→いんご

くつ

あし

みかん

はさみ

‡まれ

あめ・

くもり－

おかあさん

0子 どもの知 っている友だ

ちや先生の写真を早せて

r経です か」といって、

・名前を書かせる．
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書 く⑨

血 ′

由

由

＿①したことや見た羊 ☆ 『ラーメン作 りのこと』で∴ r00の

ことを誰七 どこで何をした．かがわかる

よ う虹書いて ください」 と育って作文

寺かせ、その中紅①②⑳がどのよう に

入っ七いるかを分析す る

①⑳が判瀾 できない場合け、・それぞれ

チェック項月にそって調査する

ア．誰がどうした ・何がどう＿だの文を善 く 絵や写其を見せて、 rお話を書い 例文のような文、

と痘 r何をしたJ 「Aが（由～してI、抒（し礼た）。j て ください」 と言らて書かせる ・ 形で青かれたか

を中心転、主述 を

整えて青 く

「即 （酎Ilです。j ＊青葉は子 どもの知っているもの

で あること

欄寮の鳴い抽象としな

い

イ．・誰が何をどうしたの文を書 く ○絵や写真を見せて、 rお話を書い 例文 のよ うな文

「Aが（射Obを、－しています（はした）。J て ＜ださい」 と香って書中せ る

＊膏薬は子 どもの知っているもの

であること

形で書かれたか

哺 嘩 削 触 瑚

い
◎したことや見た こ ア．・誰が誰 と■どうしたの文を書 く ○ 『砂遊びをして遊んだこと』 『カ

例文のような文とを・誰や どこを入 「A鋸町8卜しひます（しれた）。」 ツナラー メンを作ったこと．』な・ど

れて主逮を盤えて ．「Aが（酎Bと00を、－して瞥1ます（し乱心。■」 の語尾で、 rOPのことを書いて 形で書かれた文

書 く・ ＿「AとBガ…“…」 くださレ■、」と音 ？て、作文を書か

かせる

＊絵、写真を利用 し七もよい

革があるか

イ∴誰が どこ＿セ．どうしたの文を青 く

「Aが（射Ilで～しで沌ナ（しれた）。J

「A鋸由Il嘲¢を～して厘す（L軋た）。j・

③したことや克た土 ア．いくつか¢文で、許がどこセ何 をトたを含 『砂遊びをして遜んだこと』 『カ 誰 ・どこ ▼何を

とを譲 ・どこ ・何 む文を壱 く ツプラ」メン草作ったこと』な＿ど したが含 まれた

を入れて主述の盤

った歯車な文を奮

■「A緩Bとんしれた。A放Ilで～しまほ‘」 の話題で、 r．0‾○のことを経 とど

こで何をしたかがわかるように善

文であるか

イ．・誰が誰とどこで何をしたの文 を書 く ・ 誰 ・どこ ・何を

く rAが（は）8とIlで～してい柑（し主・ほ）。J いて■くださいJ と嘗って、作文を したか を入れて■

「A椚田BとIlで00を～して噂ナ（しれた）。J 蓉かせる 一文で害いてい

るか
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☆ 『ラーメン作りのこと』で、－r■自分の

したことや見たことや友だカの様子が

よく．わかるよう鱒書きま’しょう」と嘗

って件文を書かせ、・そ甲中に①・②③が

ど．のよぅに入っているかを分析すろ

①⑳糊研きな相継、それぞ緬チ土ク相陀断て粧する

Ⅳ

・段

階．

①自分のレたことや

見たこと・を廟序よ

■く書く

ア．行動した僻番通 りに、事実を並べて事 く

r着替えれました。刈ブバを帥て、批いきれた。

泳ぎれた。す沖わ柁しました上J

○ 『そうじ．のこと （00の時由のこ

・と■・00終りのこと・給食室の見
学など）』の話題で、 「00のこ

．とをした塀 （見た席）に書いてく
ださいjと言って、作文を善かせ

る

したことや見た

こと鱒前後せず

青かれているか

イ．場面の移り変わりにしたがって、革英を並 ○ 『00見学のこと （昨日のこと） 壕面のまとま■り

ベて書く の話垣で、・r00．のことをした順

■（見た順）に書いてくださいJと

言って、作文を青かせる

ごとに、事実が

書かれているか・

②眉分のした羊とや ア．物や場所の様子を、形容詞や擬態語、擬声 ○ 『動物の洩察 （掃除機の様子 ・首 音 ・色 ・形など

見たことのようす 詔を使って青く ■覚草し時計）』申話題で、－　r00 に書いているか

■、を詳しぐ善く 戯枇とちえび－軋ざちぎちLて曹lれた。J め＿こと匿ついでよくわかるよう妃 形琴詞や擬態番

動きをとちえてト軋抽ルうごいていましたJ 書いてください」と育って、作文

を書かせる

や擬声寓を使ら

ているかイ．物や場所の綾子に対して、自分の思ったこ

とや感じたことを事く

r＿紬用地」・rこわあったJr咄から如rぴっくれた」

物や革新め凍子

に対し思ったこ

とや感じたこと

■■を事いているか

ウ．人や活動の様子をとらえて辞しく春 く 0．FOOさんのこと』の話題で、 特徴についてi

人の棚をとらえて（鯛・帳・洗ったもの）　ト騰こっていまし走」 ′「00さんのことがよく■わかるよ

うに書いてくださいJと育っ七、・

いているか　 ■

青菜虹ついて書

ト軋め紬を帥ていますJ

富萎をとち・えてト軋『…・・・』と書いれた

雛碩雛とらえてト凱畢招く上腔如て†、軋た。」

作文を書かせる　 ′fいているか

動作紅ち‾いて書

い七いるか

エ・■‡芸雷雲、…誓言芸ぎし諾芸芸票憲■苧き 思ったこ とを事

いているか

－28－



書く⑤

Ⅴ‾

段

階

①自分のしたことや ア．どこからどこまで書 くかを決めて、題 をつ 、○ 『動物小屋を見に行ったこと』で、 尊 くことを決 め

見たことの中かう

書きたいことを決

めて事柄のまとま

りごとに廟序よ－く

書 く－

け、．題にあったことだけを順序よく尊 く 「計分が一番書きたいことを決めて，

題 をつけ七、様子がよ■く分かるよ うに

順序よく作文を書 き・ましようJ と育っ

・ て作文を善かせる

て題をづ けたか

イ．事柄 ぁまとま りごとに頗序よく蕃 く 頗序よ く書いた

・＿1か

⑧ 自分の感想を入れ

て順序よく書く

・ア．自分のしたことに対 して感 じたことや考え

たこと、反省を入れて文章を善 く．・

　rおもしろく妙ったから，手練帥九ぼよかっ克と患いれた。」

したことに対 し

■て感想や考えを

入れて善いたか

イい見たものに対して、・思ったことや考えたこ

とを入れて耳章を書 く

「かわMlから、肌くなはした。」

見たこ と転封 し

て感想や考えを

．入れて書いたか
③ 自分のしたことや

見たことの様子を

諌し く書 く

ア．物や場所の様子を形容詞や比喩的表現 を便

って詳しく書 く

「～；柁押した。」rまるで～のようでした。」

人や物や場所の

様子を辞 しく書

ているか ＿
イ．人の康子を比喩的表現を使って善いた り、

■原因やわけを入れて専一■ヽたりする

r紺あちやんみ如lでした．jト生駒i縛ったので、汗何れた。J－＿

①＠③がすべて

みたされ て）、る

か

⑥ 目的に応 じて知 ら ア．手紙文で書 き出しと結び、用件をわけ、用 0．r00先生十の手耗Jで r自分のこと 書きだ しのあい

せたいことや中心

になることを善 く

‾　件を亭 く で一番知 らせたいことを善いた り、先

生ぬ開きか ．1ことを書いた りしよ．うJ

と育って、手紙を書かせる

さつが書けたか

結びのあいさつ

が青けたか

一番知 らせたい

ことを・書■いてい

いるか ．

．聞きたい ことを

・香いているか
イ．大切なことを聞き取った り，読み取 った り 0．・ト一番に体育館に行呑ます。■2番に保 ‾番号 をつ けてい

してメモをする 健象 3番に～、＿年番柾一に行きます」

と言って、 r順番をメモ してごらんJ

と写ってメモさせる

るか

短 く書い ている■

カよ

揮猷琳 経線く

横又は終 に順庭

幸いてい るか
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